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ある新聞への投書より
現時点では、茨木市の小学校では携帯やスマホの持ち込みはできません。

携帯電話やスマートフォン、インターネットのよりよい使い方についての取

組みが、全国で広がっています。

「携帯電話やスマートフォンを一日中離さない子どもたちが増えている」

「薄い人間関係にすがっている」

「メールや掲示板に人の気持ちを考えない書き込みをされて事件になる」

「バイトテロと呼ばれる不適切な動画が投稿され、社会的問題となる」

など、新聞やテレビで多く見られる現状があります。

かつて、主なコミュニケーションの方法は 「会うことにより話す 「電話で、 」

話す 「手紙を書く」という、人に会ったり、文章に書いたりという方法でし」

た。そこでは上手な話し方、書き方という言語活動を高めることに力を入れて

いました。

しかし、急速なネットやＳＮＳの普及により、相手の顔が見えないままのコ

。 、ミュニケーションが一般的になってきているのが現状です 顔が見えていると

その人と心を通わせることができます。相手が見えないため、悪口も書き放題

です。相手と自分の心につながりがない場合、いじめの方法にもなります。ふ

ざけ半分で送った写真は一瞬にして世界中に広がります。送ってしまった後の

ことをしっかり考えずに行ってしまっています。個人情報保護ができにくくな

ってきているのです。

さらに、相手の都合を考えずに、メールを送ってしまい、返信されなければ

自分と相手のつながりをなくしてしまうような行動をとってしまうのです。そ

こでは、携帯電話やスマートフォンを片時も手放せなくなってしまう子どもの

姿が見られます。子どもだけでなく、大人でも同じではないでしょうか。徹夜

でメールをしなければならないという精神状態になってしまっているのです。

子どもに携帯電話やスマートフォンを持たせるなら、その全ての責任は保護

者にあるという自覚が必要です。買い与えるだけで終わるのでなく、保護者が

責任を持ってから持たせるようにしてください。

① 夜の８時には居間の充電器に携帯電話やスマートフォンを置く。

② パソコンにフィルターをかけたり、居間に置くようにする。

③ 相手の顔が見えるコミュニケーションで絆を深めていく。

、 、 。④ 自己肯定感を高めて 自分が好き 友だちも好きという心を培っていく

等、各ご家庭でもお子さまと使用ルールをお考えください。

大阪府教育庁は、携帯電話やスマートフォンを学校内に持ち込むことを認め

るガイドライン（指針）を３月に発表しました。それを受けてか文部科学省で

も「持ち込み禁止」の方針見直しを検討しています。本市では、これから検討

に入る予定です。従って、現時点では今まで通り持ち込み禁止となります。

裏面にも新聞記事があります （読売新聞５／２５（土）夕刊より）。

ひ とつにみんなでまとまろう！ あ いさつができる子

が くりょくと体力をのばそう！ い っしょうけんめい勉強する子

し っかりせいかつしよう！ う んどうが好きな子

な かよく友だちとすごそう！ え がおでやさしい子

ら んらん夢に向かう東奈良っ子！ お そうじをがんばる子

みんなのためのルールブック
「あたりまえだけど、とても大切なこと」 ロン･クラーク 草思社

ルール１６ 授業の準備はすばやくしよう

授業が終わったら、つぎの授業の準備をすばやくすませておこう。できれば

１０秒以内で、しまうべきものをしまい、必要なものを出そう。

●おしゃべりしたり、動きまわったりしていると、どんどん時間が過ぎてしま

う。やるべきことをさっさとすませてしまえば、１日が有効にすごせるし、遊

ぶ時間も増える。




